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平成１３年３月期決算短信(連結)の一部訂正についてのお知らせ                        
 

平成１３年５月１６日発表の平成１３年３月期決算短信(連結)について一部誤りがありました
ので、お知らせ申し上げます。 
 

記 
 

９頁 
連結キャッシュ･フロー計算書 
(訂正前)  (単位：千円) 

当 連 結 会 計 年 度 前 連 結 会 計 年 度 
自 平成１２年 ４月 １日 自 平成１１年 ４月 １日 

期    別 
科    目 

至 平成１３年 ３月３１日 至 平成１２年 ３月３１日 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

敷金・保証金の支払による支出 △  87,026 △ 358,544 
敷金・保証金の償還による収入 157,697 - 
保険積立金の積立による支出 △   5,241 △   17,670 
保険積立金の満期による収入 - 52,351 
建設貸付金等の支払による支出 △ 503,171 - 
そ の 他 投 資 に よ る 支 出 △  32,412 - 

(訂正後)  (単位：千円) 
当 連 結 会 計 年 度 前 連 結 会 計 年 度 
自 平成１２年 ４月 １日 自 平成１１年 ４月 １日 

期    別 
科    目 

至 平成１３年 ３月３１日 至 平成１２年 ３月３１日 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

敷金・保証金の支払による支出 △  71,026 △ 358,544 
敷金・保証金の償還による収入 141,697 - 
保険積立金の積立による支出 △   5,241 △   17,670 
保険積立金の満期による収入 - 52,351 
建設貸付金等の支払による支出 △ 518,633 - 
建設貸付金等の回収による収入 15,461 - 
そ の 他 投 資 に よ る 支 出 △  32,412 - 

 

店



11 頁 
<追加情報> 
(訂正前)  
(金融商品会計) 
当連結会計年度から金融商品に係る会計基準(｢金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書｣(企業会計審議会 平成11
年 1 月 22 日))を適用しております。 
 この結果、従来の方法によった場合と比較して、税金等調整前当期純利益は 11,039 千円減少しております。 
 なお、当連結会計年度においては、｢その他有価証券｣のうち時価のあるものについては時価評価を行っておりません。
平成 12 年大蔵省令第 9号附則第 3項による連結貸借対照表計上額等は次のとおりであります。 

連結貸借対照表計上額 65,371 千円 
時 価 67,280 千円 
評 価 差 額 相 当 額 1,908 千円 
繰 延 税 金 負 債 相 当 額 784 千円 

 また、期首時点で保有する有価証券の保有目的を検討し、満期保有目的の債券のうち 1年内に満期の到来するものは流
動資産の有価証券として、それら以外は投資有価証券として表示しております。その結果、期首時点における流動資産の
有価証券は 7,625 千円減少し、投資有価証券は同額増加しております。 
(訂正後)  
(金融商品会計) 
当連結会計年度から金融商品に係る会計基準(｢金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書｣(企業会計審議会 平成11
年 1 月 22 日))を適用しております。 
 この結果、従来の方法によった場合と比較して、税金等調整前当期純利益は 11,039 千円減少しております。 
 なお、当連結会計年度においては、｢その他有価証券｣のうち時価のあるものについては時価評価を行っておりません。
平成 12 年大蔵省令第 9号附則第 3項による連結貸借対照表計上額等は次のとおりであります。 

連結貸借対照表計上額 65,371 千円 
時 価 67,280 千円 
評 価 差 額 相 当 額 1,908 千円 
繰 延 税 金 負 債 相 当 額 784 千円 

 また、期首時点で保有する有価証券の保有目的を検討し、満期保有目的の債券のうち 1年内に満期の到来するものは流
動資産の有価証券として、それら以外は投資有価証券として表示しております。その結果、流動資産の有価証券は 7,625
千円減少し、投資有価証券は 7,625 千円増加しております。 
 
前連結会計年度まで投資その他の資産の｢敷金及び保証金｣に計上していた建設協力金は、当期首以降に支出したものにつ
いて、その割引現在価値を投資その他の資産の｢建設貸付金｣、支出額と割引現在価値との差額を投資その他の資産の｢そ
の他(長期前払費用)｣として表示しております。 
その結果、投資その他の資産の｢敷金及び保証金｣が 505,092 千円減少し、｢建設貸付金｣が 370,903 千円、｢その他(長期前
払費用)｣が 135,949 千円増加しております。 

 
13 頁 
①セグメント情報 
(1)事業の種類別セグメント情報 
(訂正前) 
当連結会計年度(自平成 12 年 4 月 1 日 至平成 13 年 3 月 31 日)                         (単位：千円) 

 ラーメン事業 とんかつ事業 その他の事業 計 消去又は全社 連 結 

Ⅱ 資産、減価償却及
び資本的支出 

      

 資 産 5,842,378 715,854 - 6,558,233 494,483 7,052,716 

  (注) 
     4.資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は 704,404 千円であり、その主なものは、余資運用資金(預

金及び投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。 
     5.減価償却費及び資本的支出には長期前払費用とその償却額が含まれております。 
(訂正後) 
当連結会計年度(自平成 12 年 4 月 1 日 至平成 13 年 3 月 31 日)                         (単位：千円) 

 ラーメン事業 とんかつ事業 その他の事業 計 消去又は全社 連 結 

Ⅱ 資産、減価償却及
び資本的支出 

      

 資 産 5,680,347 715,854 - 6,396,201 656,514 7,052,716 

  (注) 
     4.資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は 866,436 千円であり、その主なものは、余資運用資金(預

金及び投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。 
     5.減価償却費及び資本的支出には建設貸付金等及び長期前払費用とその償却額が含まれております。 

 
 

以  上 


